
かもめだより 
沼津市議会 会派「市民クラブ」会報  

写
真
提
供 

峯
さ
ん 

№19 

新市民体育館は香陵公園と一体整備で 
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一部のたばこは値上がりへ  
 税金が安く、販売価格も安かった旧３級紙巻
たばこの税金が実質上がります。旧３級紙巻た
ばこに対し措置されていた軽減措置が４年間
でなくなるからです。 
そのため販売価格も徐々に上がり、最大１３０円
ほどの値上げとなり、他のたばこと 
同じ水準となっていきます。 
対象はエコー、しんせい、わかば 
等です。 

 建設水道委員会で、市当局よ
り新市民体育館建設の基本構
想が示されました。 
体育館は香陵公園内に建設さ
れ、駐車場や文化センターを含
め、市民の要望を取り入れなが
ら作っていきます。 
 議会では、市民の皆さんが使
いやすく、また市外から人々が
訪れる施設となるよう建設経過
を検討していきます。 

新ごみ処理場施設配置（案）を作成 
 
 新中間処理施設整備基本計画を作成してい
る検討委員会の議論が進み、議会に「新中間
処理の各施設の配置案」を作成したとの報告
がありました。 
この案について、市民の皆さんから、パブリッ
クコメントをいただく運びとなります。 

★ ★カラマズー市訪問団が沼津に★ ★ 
 ７月２３日から３１日まで、沼津市の友好都市
カラマズー市から市民２０人が沼津市に来ます。
温かい歓迎をお願いします。 

高尾山古墳発掘調査の 
      補正予算を承認  

 ２４６とリコー通りをつなぐ道路建設を推
進するため、高尾山古墳を２年間の継続
調査を行うための費用を計上した平成２７
年度補正予算が議会で承認されました。 
 また、市民団体から提出された「高尾山
古墳の現況保存を求める陳情書」につい
ても、その扱いの協議が行われました。 
 議会としては、実施に当たり、市民の意
見の把握をはかりながら、各方面との協
議を積み、予算を執行するようにとの結論
を出しました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

高尾山古墳が発見
されたときの現場
見学会に集まった
市民の皆さん 
 
平成２１年 

「ドクターヘリの安定事業継続の支援」 
を求める意見書を採択 
  
 



沼津市議会会派市民クラブ「かもめだより」 

８月17日 静岡県市町議員研修

９日15日 ９月議会開会                               

東部の「拠点都市沼津市」として、夢と勇気を 
      持ってリーダーシップを発揮していこう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

所属議員の活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通事故のない「安心安全  
な沼津市」を作りましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議会だよりを編集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魅力あふれる「教育の沼津」を目指しましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スムーズでかつ意
義ある委員会運営 
 特別会計企業会計予算
決算委員会で補正予算の
審議を取り仕切った鈴木 
委員長。 
      委員の活発な意 
       見を引き出した 
        上でのスムー 
        ズな進行。 
        若手議員の 
     手本となってます。 

し 

ホームページを覗いてみてください。         
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6月18日の 
本会議で 
質問する 
梶やすひさ 
議員  

｛ 議会こぼれ話 ｝ 

 ある委員会で、他の委員も
すでに聞いた同じ質問を、何
度も何度も繰り返す委員に
対して、委員長が発言の中
止を求めたところ、その隣の
議員が「どんな未熟な駄目
な質問でも、させてやれ」とそ
の委員援護の発言。 
でもこれって 
援護、だめだし、 
どっち？    
     
    原信也議員 

6月18日の本会議
で質問する 
かすみ恵介議員  

 各家庭に配ら 
れる「沼津市議会 
だより」の編集を 
他会派の委員と 
共に行っています。 
 新しいアイデアを 
取り入れ、より読みやすい紙面を作
る努力をしています。 
 市民の皆様にとって議会・議員が
より身近な存在になるためにどうすれ
ばいいのか、議会だよりへのご意見
ご要望をお寄せください。 

深田昇議員 

鈴木ひでさと議員 

 「沼津市では、児童・生徒の基礎学
力の定着及び学力向上を目指してい
るが、支援を要する児童・生徒への対
策を充分に講じないまま、高い目標
だけを掲げてもよい結果を期待する
ことは難しい。まずは支援を要する
児童・生徒へ寄り添う各支援員の拡
充を早急に進め、すべての児童・生徒
が落ち着いて打ち込める環境づくり
が必要不可欠である。」 

 「一年前に通学児童の尊い命
が失われた事故が二度と起こら
ないように、行政、自治会、学校、
企業が引き続き連携して交通事
故を未然に防ぐ取り組みをして
行かなければならない。 
 自転車の交通ルールの改定に
対しては、市民への内容周知を
積極的に行い、併せて、自転車
利用者および歩行者の安全確保
のため、現状把握と施設の見直
しをして行かなければならな
い。」 

 「国が進める地方創生事業の受け
皿は、中核市などが中心となる『連携
中枢都市』であり、今回、国は対象都
市となる市の全国公募を行ったが、
沼津市はこの応募を見送った。 
このことは、後ろ向きの姿勢と見える。 
 まち・ひと・しごと創生法に積極的
に対応し、「地域おこし協力隊」「移
住・情報ガーデン」「全国移住ナビ」
「移住相談センター」「ゆとりすと静
岡」『空き家バンク」など各制度を積
極的に利用していくべきである。」 

２年ぶりの一般質問で 
一問一答方式に挑戦 
   しました。 

6月18日の本会議
で質問する 
渡部一二実 議員  


